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１．概要（Summary）
MnAlGe 層状化合物は ～10 Merg/cm3もの大き

な結晶磁気異方性エネルギーを有することが知られ

ており[1]、垂直磁化膜の強磁性材料としてスピントロ

ニクス分野等への応用が期待されている[2]。本研究で

は、この MnAlGe と BaTiO3強誘電体から構成される

多層膜を作製し、電界による磁気異方性の制御を最終

目的としているが、ここでは、まず熱酸化シリコン基

板上に MnAlGe 薄膜の単層膜を作製し、c 軸配向のた

めの製膜時の基板加熱温度の最適化を行うことを目

的としている。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

イオンビームスパッタ装置

【実験方法】

到達真空度は 3×10-7 Torr 以下、スパッタ時の圧力

は 4×10-4 Torr、加電圧電流 950 V、80 mA，基板加熱

温度は設定温度 400～700ºC の条件下で行った。ター

ゲット組成は Mn27Al36.5Ge36.5で、20×20 mm の熱酸

化シリコン基板上に 100 nm 製膜したものを試料とし

た。構造解析は X 線回折測定、磁気特性は試料振動型

磁力計を用いて評価した。

３．結果と考察（Results and Discussion）
Fig.1(a)に基板加熱設定温度 400℃の条件で製膜した

MnAlGe の磁化曲線を室温にて測定した結果を示す。

Fig.1(b)は設定温度が 500℃の場合の膜試料の磁化曲

線である。この場合、面内と面直方向に磁場を印加して

測定した磁化曲線は同様な振舞いを示し、磁気異方性は

観られない。一方、Fig.1(a)の試料の磁化曲線は垂直磁

化膜としての磁気特性が得られていることが分かる。X 線

回折測定を行うと、(a)の試料の場合は、(001), (002)など

の c 軸配向に関連した指数の反射強度が強く観測される

のに対し、(b)の試料の方は(110)や(112)等の反射ピーク

も観測され、c 軸配向膜は得られておらず、磁化測定の結

果と対応がつく。しかしながら、Fig.1(a)の面内磁化におい

ても保磁力が観測されることから c 軸配向が完全でないと

考えられる。更に、基板加熱温度の最適化を行う必要が

ある。

Fig.1 Hysteresis loops for in-plane and out-of-plane 
measured at room temperature for MnAlGe films on 
the Si/SiO2 substrate. Setting temperatures of 
heating were 500 and 600 degree for (a) and (b), 
respectively. 
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